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１．概要（Summary） 

 リチウム硫黄二次電池はその高い理論容量などから将

来の二次電池として期待されている．しかし，硫黄は電子

伝導性を持たないため活物質として使用する際は導電性

の物質と複合化させる必要がある．現在複合化法として

は熱を掛ける方法が広く用いられているが，この方法では

均一な複合化が難しい．今回は硫黄と導電性物質の均

一な複合化を目指し，早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機

構（NTRC）の装置を利用して複合化状態の評価を行っ

た． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

インラインモニター用 超高分解能電界放出型 走査電子

顕微鏡 （SU8240） 

 

【実験方法】 

KB 分散水溶液中に，硫黄が化学的に溶解したエチレ

ンジアミン-硫黄溶液を滴下し硫黄と KB の複合化（以下

S/KB 複合化と表記する）を行った．上記 FE-SEM は硫

黄と KB が均一に複合化しているかどうかを確認するため

に使用した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に S/KB 複合体の SEM 像を示す．KB は直径

が 34 nm程度の球状の炭素材料が凝集したような構造を

しており，導電性を持っている．また，Fig. 1 中の塊状の

物質は硫黄である．SEM 像の観察の結果，KB と硫黄は

均一に複合化されていないことが明らかとなっており，均

一な複合化のためには複合化条件の再検討が必用であ

ると考えられる． 

 

 

 

 

Fig. 1  SEM image of S/KB composite 
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